
　

兵
庫
県
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
活
動
の
地

域
生
活
事
業
で
は
、
今
年
度
も
各
支
部
で
地
区
育
成
会
と
共

同
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
研
修
や
先
進
地
の
見

学
、
会
員
親
睦
会
、
本
人
活
動
支
援
等
の
行
事
を
計
画
し
て

お
り
、
審
査
会
を
経
て
助
成
を
し
て
お
り
ま
す
。
其
々
に
地

域
社
会
づ
く
り
へ
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
と
存
じ
ま
す
。

　

権
利
擁
護
事
業
で
は
、
今
年
は
、
６
月
に
全
国
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
連
合
会
の
「
第
1
回
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、

兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
が
主
管
と
な
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
サ
ポ
ー
ト
協
会
も
後
援
団
体
と
し
て
参
画
し
資
金
協

力
を
致
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
全
国
か
ら
沢
山
の
方

の
参
加
を
得
て
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
研
修
と
今
後
の

各
地
域
で
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

●
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
制
定
さ
れ
て
も
障
害
者
へ
の
無
理

解
、
偏
見
が
一
足
飛
び
に
解
消
す
る
と
は
考
え
難
い
で
す

が
、
法
律
が
出
来
た
こ
と
は
、
障
害
の
有
る
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
大
き
な
前
進
だ
と
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

差
別
解
消
法
の
制
定
に
よ
り
、
全
国
の
各
県
市
町
で
条
例

理
事
長
　
松
井
　
美
弥
子

障
害
の
あ
る
人
も
普
通
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

づ
く
り
の
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
勿
論
各
市

町
に
条
例
づ
く
り
が
進
む
事
は
大
歓
迎
で
す
が
、
一
番
重
要

な
市
民
一
人
ひ
と
り
の
他
人
を
思
い
や
る
心
を
ど
う
育
て
て

い
く
の
か
と
い
う
基
本
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
、
協
議
し
て

頂
け
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

　

地
元
（
宝
塚
市
）
で
、
２
年
程
前
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開

設
の
為
に
賃
貸
契
約
し
た
住
宅
の
近
隣
の
方
々
か
ら
、
激
し

い
反
対
に
遭
い
ま
し
た
。
近
隣
の
方
々
は
、
知
的
障
害
者
へ

の
間
違
っ
た
情
報
と
偏
見
か
ら
自
分
た
ち
の
隣
に
重
度
の
知

的
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
出
来
る
こ
と
に
不
安
を
感

じ
ら
れ
、
総
論
賛
成
各
論
反
対
で
し
た
。
強
引
に
開
設
す
る

こ
と
は
可
能
で
し
た
が
、
利
用
者
の
安
全
を
考
え
、
開
設
は

断
念
し
、
後
日
別
の
場
所
で
無
事
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
20

年
近
く
先
進
的
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
を
進
め
て
お
り

当
時
は
18
箇
所
目
の
開
設
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
市
民
権

を
得
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
20
年
を
経
過
し
て
も
ま

だ
、
知
的
障
害
者
へ
の
偏
見
と
無
理
解
が
あ
る
現
実
に
愕
然

と
し
ま
し
た
。

　

条
例
や
法
律
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
達
の
地
道
な
活

動
が
近
隣
の
理
解
を
獲
得
す
る
カ
ギ
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
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◦支出の部
科　　　　　目 予　算　額

管 理 費 7,939,000
会 費 支 出 1,060,000

事 業 費

相 談 支 援 事 業 400,000
地 域 生 活 事 業 1,060,000
就 労 支 援 事 業 280,000
権 利 擁 護 事 業 340,000

固定資産取得支出 什器備品購入支出 0
予 備 費 予 備 費 0
支 出 合 計 額 11,079,000
当 期 収 支 差 額 1,566,754
次 期 繰 越 額 1,566,754

◦収入の部
科　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額

会 費 会 費 収 入 9,670,000 9,659,340

雑 収 入
小　　　　　計 0 910

受 取 利 息 0 910
雑 収 入 0 0

預 り 金 0 0
前 期 繰 越 金 2,033,703 2,033,703
収 入 合 計 額 11,703,703 11,693,953

◦支出の部
科　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額

管 理 費 6,289,000 6,037,162
会 費 会 費 支 出 1,180,000 1,167,722

事 業 費

相 談 支 援 事 業 400,000 400,000
地 域 生 活 事 業 950,000 936,515
就 労 支 援 事 業 230,000 206,646
権 利 擁 護 事 業 170,000 155,154

固 定 資 産 取 得 支 出 什 器 備 品 購 入 支 出 0 0
予 備 費 予 備 費 0 0
支 出 合 計 額 9,219,000 8,903,199
当 期 収 支 差 額 2,484,703 2,790,754
次 期 繰 越 額 2,484,703 2,790,754

◦収入の部
科　　　　　目 予　算　額

会 費 収 入 制 度 運 営 費 9,855,000

雑 収 入
小　　　　　計 0

受 取 利 息 0
雑 収 入 0

預 り 金 預 り 金 0 
前 期 繰 越 金 2,790,754
収 入 合 計 額 12,645,754

◦収入の部
科　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額

保 険 料 預 り 保 険 料 65,200,000 65,124,960

◦支出の部
科　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額

保 険 料 預 り 保 険 料 65,200,000 65,124,960

◦収入の部
科　　　　　目 予　算　額

保 険 料 預 り 保 険 料 66,645,000

◦支出の部
科　　　　　目 予　算　額

保 険 料 預 り 保 険 料 66,645,000

平成25年度　収 支 決 算 書

平成26年度　収 支 予 算 書

（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

保険料

保険料
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て
ど
の
よ
う
に
解
決
に
つ
な
げ
て
い
け
ば

良
い
か
。
親
だ
か
ら
出
来
る
こ
と
は
何

か
な
ど
学
び
共
に
啓
発
に
努
め
ま
し
ょ
う
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
様
な
セ
ミ
ナ
ー
に

出
会
え
た
こ
と
に
、
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

東
播
磨
　
假
屋
　
京
子

　

世
界
各
国
で
障
害
者
差
別
を
禁
止
し
、

障
害
者
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
法
整

備
が
加
速
す
る
中
、
２
０
１
３
年
「
障
害

者
差
別
解
消
法
」
が
日
本
の
通
常
国
会
で

成
立
し
ま
し
た
。
障
害
者
差
別
解
消
法
成

立
の
た
め
に
は
、
党
派
を
越
え
た
国
会
議

員
の
協
力
が
あ
っ
た
事
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
３
年
よ
り
３
年
間
か
け
て

差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
が
、
都
道
府

県
や
主
要
の
市
町
村
で
設
立
さ
れ
る
事
も

力
強
く
思
い
ま
す
。
我
が
子
が
40
歳
を
越

し
た
現
在
、
幼
児
の
こ
ろ
に
比
べ
日
本
の

社
会
も
よ
う
や
く
、障
害
者
に
対
す
る
偏
見

も
ゆ
る
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
制
定
さ
れ
、
障

害
者
の
特
性
を
理
解
し
た
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
判
断
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
ハ
ン
デ
ィ

の
あ
る
重
度
知
的
障
害
者
の
場
合
は
、
保

護
者
や
周
り
の
関
係
者
の
力
添
え
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
育
成
会
を
始
め
、
各
種

障
害
者
団
体
が
力
を
発
揮
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会

第
１
回
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加
し
て

神
戸
市
　
多
田
　
清
子

　

平
成
26
年
６
月
16
日
に
「
全
国
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
連
合
会　

第
１
回
権
利
擁
護

セ
ミ
ナ
ー
」
が
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
午
前
中
は
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
連
合
会
会
長
久
保
厚
子
氏
の
挨
拶
の

後
、
講
師
の
野
澤
和
弘
氏
（
毎
日
新
聞

論
説
委
員
）

が
「
差
別
解

消
法
に
つ
い

て
」
様
々
な

具
体
例
を
挙

げ
て
、
直
接

的
な
差
別
だ

け
で
な
く
合

理
的
配
慮
に

つ
い
て
も
詳

し
く
沢
山
の
場
面
と
事
例
を
示
し
な
が
ら

話
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
野
澤
氏

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
ジ
ン
ポ

ジ
ス
ト
久
保
厚
子
氏
が
、「
育
成
会
に
求

め
ら
れ
る
役
割
つ
い
て
」
ま
た
、
関
哉
直

人
氏
は
、「
差
別
に
関
す
る
意
識
調
査
に

つ
い
て
」
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
細
川
瑞
子

氏
は
「
差
別
解
消
法
と
育
成
会
に
求
め
ら

れ
る
役
割
に
つ
い
て
︱
広
い
視
野
か
ら
の

活
動
へ
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、「
い
や

な
こ
と
は
い
や
と
言
え
る
。
差
別
に
つ
い

2014年6月16日　全国手をつなぐ育成会連合会
第1回権利擁護セミナー

熱 中 症 に 気 を け よ うよ うけ よけを つ気 をに 気症中熱 中 気中 よ気 けけに つに熱 中 症 に 気 を つ け よ う熱 中 症 に 気 を つ け よ ううううううううううううううううううううううう
★ 熱中症を防ぐには ★

　こまめな水分補給と塩分補給を!!
・のどの渇きを感じていなくてもこまめに水分を補給しましょう。
・たくさん汗をかいた時は、塩分が摂れる梅干・経口補水液・スポーツドリンクなどが効果的です。
・就寝前・起床時には、コップ１杯の水を飲みましょう。

　暑さを避けましょう

・室内の温度や湿度を測りましょう。
・窓を開け風通しを良くし、扇風機・エアコンを使って温度調整をしましょう。
・室温の目安は28℃です。

　涼しい服装を心がけましょう

・通気性が良い、吸湿・速乾の衣服を選びましょう。
・えり元をしめると熱や汗が逃げにくくなるため、できるだけゆるめましょう。

★ 熱中症様の症状と対応 ★
めまい、立ちくらみ、筋肉痛、汗がとまらない
　→水分、塩分を補給し、衣服をゆるめて涼しい場所で休みましょう。
頭痛、だるさ、吐き気、嘔吐
　→涼しい場所で足を高くして休み、水分・塩分を補給する。症状が改善しない場合は、医療機関を受診しましょう。
意識障害、けいれん、手足の運動障害、高体温
　→すぐに救急車を呼ぶ。救急車が来るまでの間、水や氷で血管（首、脇の下、太股、足の付け根）を冷やすましょう。
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サ
ポ
ー
ト
通
信
№
12
の
発

送
作
業
は
、
宝
塚
市
の
「
社

会
福
祉
法
人
宝
塚
い
く
せ
い

会
」
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
に
加
入
し
て

た
つ
の
市
　
矢
野
　
一
隆

　

サ
ポ
ー
ト
協
会
の
地
区
代
議
員
を
し
て
い
る
関

係
で
日
頃
か
ら
育
成
会
の
会
員
さ
ん
が
集
ま
る
所

で
は
「
Ａ
Ｉ
Ｕ
の
保
険
は
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役

に
立
つ
で
」「
御
守
り
や
と
思
っ
て
入
っ
と
き
〜
」

と
宣
伝
し
て
き
ま
し
た
。
勿
論
う
ち
の
娘
も
入
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
保
険
の
お
世
話
に
な
る
こ
と

が
本
当
に
起
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
の
11
月
27
日
、
娘
が
通
っ
て
い
る
生
活
介

護
施
設
で
、
つ
ま
づ
い
て
転
倒
し
運
悪
く
テ
ー
ブ

ル
の
角
で
左
肘
の
内
側
を
ぶ
つ
け
て
打
撲
。
翌
日

病
院
に
行
っ
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
る
と
骨
折
し
て

い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
ギ
ブ
ス
で
固
定
し
て
１
か
月

間
不
自
由
な
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
Ｕ
に

電
話
を
す
る
と
保
険
金
支
払
い
に
関
す
る
書
類
が

す
ぐ
に
送
ら
れ
て
き
て
「
リ
ハ
ビ
リ
が
終
わ
っ
た

ら
提
出
し
て
下
さ
い
」
と
の
事
。
書
類
に
関
す
る

説
明
も
丁
寧
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
末
に

ギ
ブ
ス
は
外
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
２
か
月
弱

の
間
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
終
了

後
に
書
類
を
提
出
す
る
と
約
半
月
後
に
は
保
険
金

が
振
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
親

切
で
対
応
も
早
か
っ
た
Ａ
Ｉ

Ｕ
保
険
に
入
っ
て
い
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
次

回
か
ら
は
自
分
の
体
験
を
話

し
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

⃝保険請求のご相談、補償内容に関するお問い合わせは
ジェイアイシーウエスト株式会社
　　ＴＥＬ：０６―６９４１―５１８７
　　フリーダイヤル：０１２０―１７７―２９４

⃝保険加入のお問合わせは
一般社団法人 兵庫県知的障害児者生活サポート協会
　　ＴＥＬ：０７８―８９１―４１７７
　　ＦＡＸ：０７８―８９１―４１８８

平成25年度 保険金支払い状況 補　償　内　容 件数 支払合計額
（円）

入
院
給
付
金

付添介護保険金 186 15,488,000

差額ベッド費用 101 3,222,000

入 院 諸 費 用 262 3,256,000

入 院 一 時 金 262 1,310,000

個　人　賠　償 187 9,037,101

傷
害
給
付
金

傷 害 死 亡 1 100,000

傷 害 入 院 15 765,000

傷 害 通 院 91 1,704,000

葬　祭　費　用 25 2,500,000

合　計 37,382,101
（平成26年6月末現在）

編集後記
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入院給付金
（811件）
23,276,000

個人賠償
（187件）
9,037,101 傷害給付金

（107件）
2,569,000 葬祭費用

（25件）
2,500,000
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